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あらまし：学習管理システム Moodle は，高等教育機関を中心に普及してきているが，小学校での普及は

進んでいない．様々な要因が考えられるがその一つとして，システムが小学校児童の利用に対応しきれて

いないことが考えられる．そこでメニュー等の文字列を児童が理解しやすくしたり，従来からの紙媒体を

中心とした学習との連携が容易ではない点の改善を目指す．また小学校で利用実践するためのサーバ・端

末・ソフトウェア等の環境について検討する． 
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1. はじめに 
高等教育機関を中心に，学習管理システム

（LMS：Learning Management System）が普及してき

ている．これにより授業における資料の提示や課題

の回収，小テストの実施，学習者の議論などが実現

されている．一方，ICT を活用する教育は初等教育

においても広がってきており，教師の資料提示はも

とより教科教育において児童が情報端末を操作する

機会も増加してきている． 
しかしながら LMS の初等教育での普及は進んで

いない．原因には端末環境や自立した学習が想定し

にくい点，教材不足，教師の対応力の問題などが考

えられるが，初等教育に最適化されたユーザーイン

タフェース（UI）をもち手軽に利用できる LMS が

ないことも原因と考えられる．しかし今後は電子教

材の配布や児童間の情報共有プラットフォームとな

るものが必要とされると考えている． 
 

2. 小学生用言語パックの検討 
これまで児童間の情報共有プラットフォームとし

てオープンソースの LMS である Moodle(1)を想定し，

その普及を目指して小学生用の言語パックを検討し

てきた．Moodle の日本語言語パック(2)は，管理者や

教師および学習者を対象に提供されているが，特に

学習者として小学生を想定する場合，メニュー文字

列等において，未習の漢字が含まれ読めない場合や

語句として理解できない可能性がある．漢字につい

ては HTML の ruby タグを利用し読みを文字列とし

て含めたり，title タグを利用してマウスオーバーで

読みを示す方法を検討した．語句として難解なもの

や外来語については，より平易な語句とすることと

した． 
また漢字の読みの生成を効率的に行うため，学年

を指定することで，学年別配当漢字を考慮し，漢字

と仮名が交じった文章の漢字の読みを，平仮名で得

ることができる，Yahoo! Japan ルビ振り API(3)を利用

する． 

 
図 1 小学生用言語パックを適用前後の比較 

 
Moodle サイトでは，AMOS (Automated Manipulat

ion Of Strings) (4) という効率的に各種 UI 文字列の

操作を行える仕組みが提供されている．履歴の中央

リポジトリとしての機能を有していて，AMOS は英

語ストリングの追加を監視して，翻訳を収集および

一般的な翻訳タスクを処理した後，Moodle サーバに

適用される言語パックを生成する． 
またこれにより，文字列の翻訳を行う言語パック

保守者や，文字列の訂正を提案したいユーザらが
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AMOSを通じて協働的に言語パックを保守すること

ができるようになっている．（文字列訂正提案→提案

内容の承諾→リポジトリの自動更新→言語パックと

して配布） 
今回，新規に ja を親パックとして小学生用言語パ

ック ja_kids のリポジトリを作成した．これにより，

ja_kids で未定義の UI 文字列については，ja の UI 文
字列が用いられることになる．今後様々なユーザか

らの提案を受け付け改善を進めていく． 
 

3. 利用環境の構築 
本年度は，Moodle を協力小学校の授業において実

践的に利用し，主に教師の利用に際しての意見を聴

取するため，必要となる利用環境の構築を検討して

いる． 
3.1 協力小学校 
本稿執筆時に実践協力小学校として，敦賀市立西

浦小学校（児童数 12 名）と連携し，特に５・６年生

での授業実践を予定している．すでに校内 LAN に

よるインターネット接続や PC 演習の環境は整備さ

れているが，教室におけるノート PC 等の利用およ

びサーバの利用はできない環境にある． 
また，西浦小は小規模校であるため多数の児童に

よる情報共有という点での事例が得られにくいこと

が予想される．そのため現在，越前市内の小学校に

対しても実践協力を要請しているところである． 
 

3.2 機器等の構成 
一般的に Moodle 用のサーバ構築は常設の Linux

サーバ上に実装される事が多い．また，学外からの

利用もアクセスも前提している．しかし協力校にお

いては，授業や放課後での一時的な利用を想定して

おり，学外からはもとより学内からインターネット

へのアクセスも制限がある． 
これらのことから，教師用ノート PC（もしくは省

スペース PC）を用意し LAMP ベースの Moodle 環境

と，児童用タブレット PC を教室内限定の WiFi 環境

にて接続することとする．また，紙ベースの成果物

を効率よくデジタル化するために，ドキュメントス

キャナの利用も予定している． 
 

3.3 想定される学習活動と教材 
Moodle では，フォーラムや課題，小テスト等の学

習活動が利用可能であるが，これらの全てを一気に

授業において利用することは学習指導内容との対応

も考えると難しい側面がある．まずは汎用的にデー

タの共有が可能で画面のカスタマイズも自由度の高

いデータベースモジュールの利用も計画している． 
一方教材については，教師が独自に制作した地域

性の強い資料や，写真・動画をクラス内で共有する． 
 

4. 今後の展開と課題 
小学校での利用実践は，学期毎に計画しその結果

について考察も行う．これにより得られる担当教師

からの意見を踏まえ，次の学期における計画につな

げる．当面 3 学期間での実践を予定している． 
また，これまで Moodle では PC ブラウザでの利用

を想定した UI で構成されており，その機能の豊富

さから，小学校での利用に際しては複雑である面も

ある．今後は利用を想定する機能をより絞り，比較

的単純な操作でも利用が可能な様，テンプレートを

構成したり，スマートデバイスネイティブなアプリ

ケーションを作成したりする必要がある． 
今後，次世代を担う小学生の教育において共有・

協調・自律的な学習のプラットフォームとして

Moodle が活かされることを期待している． 
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